
道の駅をリニューアル ( 再

整備 )します！

『声のラン』～声の「花」を咲かせましょう！

 産業振興部主幹 ( 道の駅再整

備担当 ) は、サーモンパーク

内の道の駅をリニューアルす

るために ､ 今年４月に新設し

ました ｡ 兼務職員を含めて４

人で業務を担当しています。

　今ある道の駅は ､ 平成 17 年

６月から供用を開始しました。

パーク内には淡水魚水族館の

「千歳サケのふるさと館」があ

り、サケの遡上時期には多くの

市民や観光客が訪れています。

　新しい道の駅は ､｢ 清流せせ

らぐ まちなか にぎわい空間」

をテーマに ､ 休憩所や情報コ

ーナー ､ 飲食 ､ 物販などの機

能を集約した施設を建設し ､

駐車場や園路なども利用しや

すいように整備する予定です。

　また、多くの楽しいイベン

トを企画して、年間を通して

にぎわいのある空間づくりも

目指します。

　平成 27 年度のリニューアルオ

ープンに向けて、魅力ある道の

駅となるように事業を進めてい

ます。
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「いまさら、なかなか聞けない

わ」ということはありませんか？

小さなことでも、正しく理解し

ていただくために、「イマハナ」コーナ

ーでは、皆さんのささやかな疑問にお答

えします。
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【詳細】空港・基地課空港係 (24) ０４６７

　新千歳空港では､通常､ターミナルビルか

ら手前側のＡ滑走路を離陸用､奥側のＢ滑走

路を着陸用として､２本の滑走路を使い分け

ています｡航空機は､風に向かって運行する

特性があるので､一年を通じて風向きが南北

に一定している新千歳空港の滑走路は､南北

方向に整備されています｡新千歳空港で航空

機は､北風のとき(札幌から千歳方向への風)

には､滑走路から北(札幌方向)に向かって離

陸し､南(苫小牧方向)から着陸しています｡

南風のときには､その逆となります｡
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◎ 産業振興部主幹 (道の駅再整備担当 )［本庁舎４階］

　市と千歳市防災マスターリー
ダー会が市民協働事業により、
自主防災組織の結成支援や災害
発生時に備えた出前講座を実施
しています。自主防災組織を結
成したいがどうしたらよいか分
からないときは、危機管理課ま
でお問い合わせください。

新千歳空港にある滑走路

２本の使い分けは？
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。
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。
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。
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が
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。
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【お問い合わせは】

産業振興部主幹

(道の駅再整備担当)
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